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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは、非真理条件的スケール表現の談話構造とコンテクスト変換機能
について考察した。「それより」、「とても」、「よっぽど」や驚きを表す指示詞「あの」などの様々な非真理
条件（語用論）なスケール的意味に焦点を当て、(i) スケール性や比較の概念は、意味論レベルのみならず、談
話レベルにおいても体系的な形で存在し、(ii)我々はそれらの概念を柔軟に使って、相手に対する反論、話題の
転換、意外性等、様々な話者志向的意味を伝達しているという点を形式意味論・語用論の観点から論証した。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the discourse structure and context-shifting 
functions of non-truth conditional scalar expressions. Through a detailed analyses of both the 
meaning and use of various non-truth conditional scalar modifiers, such as the Japanese sore yori ‘
than it’, nanni-yori ‘what-than’, and totemo ‘very’, as well as the mirative demonstrative ano 
and the English more than anything, more than that, this project shows that (i) there are scale 
structures in the discourse-pragmatic dimension (not only in the semantic dimension), and (ii) 
scalarity is used flexibly to signal various kinds of pragmatic meanings, such as objection, topic 
change, and mirativity.

研究分野：意味論, 語用論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究のテーマは、「非真理条件的スケール

表現の談話構造とコンテクスト変換機能」で

ある。本研究の着想に至った経緯としては、

自 然 言 語 の ス ケ ー ル 修 飾 語 (scalar 

modifiers)の「二重使用現象」 (dual-use 

phenomena)が挙げられる。 

 二重使用現象とは、ある表現が意味論（真

理条件）レベルにおいても語用論（非真理条

件）レベルにおいても用いられる現象である。

たとえば、Sawada (2010)で明らかにされて

いるように、以下のスケール表現「ちょっと」

と「何よりも」は二重現象を有している。 

 

(1) a.この竿はちょっと曲がっている。 

    (意味論的（真理条件的)意味） 

   b. ちょっとハサミを貸していただけます  

   か？（語用論的（非真理条件的）意味） 

(2) 何よりもテニスは楽しい。 

  a. テニスはどのスポーツ（アクティビテ 

    ィ）よりも楽しい。（意味論的読み） 

  b. 「テニスは楽しい」という情報は最も 

    重要な情報である。（語用論的読み）  

 

(1a)における「ちょっと」は、竿の曲り具合

を意味論レベルで測っているのに対し、(1b)

の「ちょっと」は、話し手の発話行為（要求）

の押し付け度を語用論レベルで和らげてい

る(Sawada 2010)。また、「何より」を伴った

(2)には、意味論的読みと語用論的読みの２通

りの読みがあるが、(2a)の意味論的読みにお

ける「何よりも」は「テニスとそれにとって

代わるスポーツ・アクティビティを意味論レ

ベルで比較しているのに対し、(2b)の読みに

おける「何よりも」は、当該の命題（あるい

は発話）（＝「テニスは楽しい」）とそれに取

って代わり得る命題（発話）を語用論レベル

で比較している。意味論と語用論のインター

フェイスの観点から上のデータを考えると

(1a)、(2a)におけるスケール表現の意味は、

真理条件的意味であるのに対し、(1b)、(2b)

におけるスケール表現の意味は、文の命題の

真偽性には関わっていない意味（すなわち、

慣習的推意）(Grice 1975; Karttunen and 

Peters 1979; Potts 2005; McCready 2010)と

分析することができる。このようなスケール

表現の二重現象は様々な言語に見られる通

言語的現象である。 

 近年の意味論と語用論の理論では、真理条

件的意味と非真理条件的意味は互いに独立

した「次元」(dimension)に属しており、両者

は意味的性質において大きく異なっている

ことが論じられている(Potts 2005)。しかし

ながら、スケール表現の二重現象は、真理条

件的意味と非真理条件的意味の間に何らか

の共通性も存在していることを示唆してい

る。 

 

２．研究の目的 

これまでの研究により、意味論レベルでのス

ケール的意味と語用論レベルでのスケール

的意味の間の共通点・相違点がかなり明らか

になってきた。しかしながら、語用論・談話

レベルにおけるスケール性の体系性および

コミュニケーション上の機能についてはま

だ解明できていない点が多々ある。本研究で

は、非真理条件的（感情表出的、談話的）ス

ケール表現の談話構造とコンテクスト変換

(context-shifting)機能に焦点を当て、スケー

ル性が感情表出・談話構造においてどのよう

に使われ、コミュニケーションにおいてどの

ような役割を果たしているのかという問題

をさらに理論的に考察する。 

 

３．研究の方法 

研究については、以下の方法・プロセスで行

う。まず、「それより」、「何より」、「もっと」、

「ちょっと」や英語のmore than anything, 

more than that, totallyなど様々な談話レベ

ル（非命題レベル）で使われるスケール表現



のスケール的特性について、様々な実例・コ

ーパスデータも含め、詳細に検討し、談話レ

ベルにおけるスケール構造の体系性・種類に

ついて考察する。次に、それらのスケール構

造が、どのような状況・談話において使用さ

れるのかという点について考察する。また、

談話的スケール表現の適切性条件・使用条件

を考察する。さらに、埋め込み環境における

非真理条件的スケール表現の解釈について

も考察し、非真理条件的スケール表現の視点

の振る舞い（投射性）について理論的に考察

する。 

 

４．研究成果 

主な研究成果は以下の通りである。 

 

(1) 非真理条件的スケール表現の構造 

非真理条件的なスケール修飾語には、大きく

分けて、「高位の語用論的スケール修飾語」

(higher-level pragmatic scalar modifier)と

「下位の語用論的スケール修飾語」

(lower-level pragmatic scalar modifier)の２

種類のタイプがあり、前者は、発話もしくは

命題を修飾し、「押しつけ度」や「重要性」

といった非明示的な語用論的スケールを参

照して非真理条件的なスケール的意味を表

しているのに対し、後者は、程度述語を直接

修飾し、程度述語のスケールを参照して非真

理条件的なスケール的意味を表していると

いう点を明らかにした。 

 

(2) 談話的比較構文のスケール構造 

日本語の比較表現（「それより」、「何よりも」）

の談話機能について、様々なデータを基に考

察した。「それよりも」は、当該の発話の方

が前の発話よりも重要であるという意味を

有しているが、しばしば、話題を転換する際

に用いられる。一方、「何よりも」は、当該

の発話が最も重要な情報であるという意味

を有しているが、この表現は、情報の優先性

を伝達する際や、（「そして何よりも」のよう

に）、累加的に発言を強化する際に使われる。

本研究では、談話機能の背後には、「終点的

スケール」と「非終点的スケール」の２種類

のタイプのスケール構造があり、それらの構

造を用いて、様々な談話的な機能を表示して

いるという点を明らかにした。 

 

(3) 否定極性項目の「とても」 

非命題レベルで用いられる否定用法の「とて

も」の意味および談話的特性について考察す

る。否定用法の「とても」は、通常の程度副

詞の「とても」と異なり、否定文でしか使わ

れないという点で、否定極性項目（negative 

polarity item）(NPI)と考えることができる

が、通常の否定極性項目とは異なる意味・機

能を有している。本研究では、否定の「とて

も」は、ある命題 pが発話状況の中で活性化

され、真であることが期待されている中で、

話し手が pの不可能性・ありえなさを強調す

る感情表出表現であると主張し、否定の「と

ても」は発話状況と深く関わった談話的な

NPIであるということを明らかにした。今後

は、否定用法の「とても」の極性現象が、否

定極性項目の理論一般にとってどのような

ことを示唆しているのかという点について

さらに考察を深めたい。 

 

(4) 驚きを表す「あの」 

共同研究者の澤田淳氏と驚き用法の「あの」

の意味について考察した。驚き用法の「あの」

は、命題に対する話し手の驚きを表す状況で

用いられるが、その背後には、「あの」がつ

く名詞の属性からすると、当該の命題が成立

する可能性は低いという非命題的なスケー

ル的意味がかかわっているということを論

証した。今後はさらに、意外性の理論の中で、

驚きの「あの」をどのように位置づけること

ができるかという点について考察したい。 

 



(5) 埋め込み環境における非真理条件的スケ

ール表現の解釈 

本研究の後半では、埋め込み環境における非

真理条件的スケール表現の意味についても

考察した。 

例えば、 感情表出表現として使われる副

詞「もっと」は、単純文（非埋め込み環境）

においては、①に見られるように、現状に対

する「話し手」の不満（現実の程度と期待値

との間のギャップ）を非真理条件レベルで表

している。 

 

① もっと一生懸命勉強しなければならない。     

（「もっと」＝話し手志向的） 

 

しかしながら、以下のように、「もっと」

が態度補文の中に埋め込まれた場合、通常、

「もっと」は、主節主語（太郎）の感情・不

満として表される。 

 

②  太郎はもっと一所懸命勉強しなければ  

 ならないと思っている。 （「もっと」＝ 

  主語志向的） 

 

興味深い点は、③のように、もし②の主節に

話し手志向的なモダリティ「べきだ」が挿入

されると、埋め込み文内の「もっと」は話し

手志向的にも、主語志向的にもなり得るとい

う点である。 

 

③  太郎はもっと一生懸命勉強しなければ 

 ならないと思うべきだ。 

    （「もっと」＝話し手志向的、主語志向的

   であいまい） 

 

本研究では、「もっと」の視点の取り方は、

文内の他の要素（判断表現）に影響されると

い う こ と を 、「 判 断 依 存 性 」 (judge 

dependency)の概念を用いて理論的に説明し

たが、今後は、このような視点の切り替えの

現象がどの程度一般的な現象であるのかと

いう問題について、様々な非真理条件的内容

語の投射的振る舞いを詳細に検討し、考察し

たい。 

 

(6)「よっぽど」とモダリティの共起性 

程度副詞「よっぽど」は、形容詞を使った単

純文においては、証拠性を持つモダリティと

共起する必要がある。 

 

① このラーメン屋はよっぽどおいしい *(に 

ちがいない)。 

 

本研究では、「よっぽど」は単に高い程度を

表すのではなく、普通でない状況を基に、想

定外的な程度を非真理条件レベルで表して

いる程度副詞であると主張した。 

重要な点は、埋め込み環境においては、②

aのように、「よっぽど」が同一節内のモダリ

ティと呼応することも、②b のように、主文

におけるモダリティと呼応することもでき

るという点である。 

 

② a. 太郎はこのラーメン屋はよっぽどお   

    いしいに違いないと思っている。 

   b. 太郎はこのラーメン屋はよっぽどお   

    いしいと思っているにちがいない。 

 

今後は、このような「呼応」関係はどのよう

に理論的に説明することができるのかとい

う問題についてもさらに考察を深めたい。 
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